
回復期機能について
（地域包括ケア病棟・回復期リハビリテーション病棟）

資料３

～簡易シミュレーションの結果～



簡易シミュレーション諸条件

地域包括ケア病棟と回復期リハビリテーション病棟の運営に関する入院収益の簡易シミュ
レーション前提と諸条件

前提条件 ケースA ケースB ケースC

病棟構成
地域包括ケア病棟 27床

回復期リハビリテーション病棟 30床

病床稼働率
地域包括ケア病棟 70%、80%、90% 70%、80%、90% 70%、80%、90%

回復期リハビリテーション病棟 70%、80%、90% 70%、80%、90% 70%、80%、90%

入院料等

地域包括ケア病棟入院料2 〇 〇 〇

回復期リハビリテーション病棟入院料1 〇 ― ―

回復期リハビリテーション病棟入院料2 ― 〇 ―

回復期リハビリテーション病棟入院料3 ― ― 〇

設定単価

合計 35,890円 35,260円 31,590円

入院基本料等 21,290円 20,660円 18,990円

廃用症候群ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料 12,600円 12,600円 12,600円

体制強化加算 2,000円 2,000円 ー

地域包括ケア57床
稼働率57.8%(患者数12,017人)

地域包括ケア病床 27床
稼働率49.8%(患者数4,907人)

簡易シミュレーションにおける前提

回復期リハビリテーション病床 30床
稼働率64.9%(患者数7,110人)

山口県地域医療構想にて、必要病床数推計に使用している病床稼
働率90%を上限として70%、80%、90%の単位でシミュレーションを実施

都志見病院からの情報に基づき患者数
を振り分け
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実績患者数に基づく

入院収益
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入院収益の簡易シミュレーション

2019年度実績（都志見病院地域包括ケア病床の入院患者）に基づく地域包括ケア
病棟と回復期リハビリテーション病棟の入院収益の簡易シミュレーション結果

病床 項目 病床稼働率70% 病床稼働率80% 病床稼働率90%

地域包括ケア病棟

(27床と設定)

必要延患者数

(追加必要患者数)
19人/日
(+6人)

22人/日
(+9人)

24人/日
(+11人)

地域包括ケア病棟の

圏域外流出患者数

4.83人/日
(NDBデータ:2016 年～ 2018 年平均値)

回復期リハビリテーション病棟

(30床と設定)

必要延患者数

(追加必要患者数)
21人/日
(+2人)

24人/日
(+5人)

27人/日
(+8人)

回復期リハビリテーション病棟の

圏域外流出患者数(NDBデータ)
16.64人/日

(NDBデータ:2016 年～ 2018 年平均値)

延入院患者数=2019年度の延入院患者数÷365日
病床稼働率=延入院患者数÷病床数÷365日

単位：百万円

設定した病床稼働率ごとの必要患者数（全ケース共通）

2019年度

地域包括ケア病棟

入院収益 391百万円

419 415
388

ケースA ケースB ケースC

505

578

650

501

572

644

472

540

607

■回復期リハ病棟

■地域包括ケア病棟
※端数処理の関係により、表記上の内訳の合計金額と合計金額が相違する場合がある
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・回復期リハ病棟だけでは様々な面（人材、採算）で厳しい。地域包括ケア病床と回復期リハ病棟のMIXが望ましい。

・中核病院が救急を３６５日受けるようになれば、救急外来部門の看護師の増員が必要となるため、病院全体として人員が足りるのかの検証が必要

回復期病床の検討（全般）について

地域包括ケア（リハビリ）ＷＧの意見

回復期リハビリテーション病棟について

・回復期リハで入院料区分１～２の高い区分を取るためには、高い実績

値のクリアに加え、県内に少ない言語聴覚士の確保が必須となり、現実

的に厳しい。

・リハビリは量より質が求められる。実績値の達成は入院料３でも容易で

はないが、地域包括ケア病床とうまく調整できればクリアが可能

・病床数も人員面、地ケア病床の実績、NDBの流出患者数データからも

３０床程度がよい。

・病棟の確保については慢性期病棟を転用することが可能

・休日（３６５日）リハビリには理学療法士１３名が必要だが、現人

員で対応可能

回復期病床機能 地域包括ケアと回復期リハビリテーションのＭＩＸ

地域包括ケア病床 ２６+α床 入院料２・管理料２

回復期リハ病床 ３０床 入院料３

・2018年度の都志見病院の地域包括ケア病床入院患者とNDBデータ

から算出した流出患者及び看護職員配置基準（13対1）を考慮し、

２６床程度が適当

・都志見病院の地域包括ケア病床の入院患者以外にも萩市民病院の

一般病床の中に回復期にあたる患者も存在すると思われるので総数とし

ては２６床にプラスα床

地域包括ケア病床について

３



【参考】医療機関別国保・後期高齢者延患者数

各医療機関における病床機能別の萩市民受け入れ状況

出所：国保・後期高齢者レセプトデータ（診療年月：2019年4月～2020年3月）

国保・後期高齢者患者数実績
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参考資料
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参考資料

リハビリ専門職 ＰＴ：理学療法士 ＯＴ：作業療法士 ＳＴ：言語聴覚士
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